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　第II篇においてはl　H－aseとll・・痘Virusとの関
係を追究した。ここでぽH－aseが細菌による皮
膚感染に：どんな影響を及ぼすかをVirusによる
雲験と同様感染前後のv・ろいうな時期にH－aseを
用いることにより．槍討した。Virusと細菌の感i染
様式が異なることぽ既に人の認めるところであり，
Duran－Reynalsを始め他の人々ぱH－aseを使用
した際に：も細菌とVsrusとでばその態度が異な
ることを指摘しセいる。從ってVirusにお・ける
と同様の実瞼方法により細菌とVirusの相違がい
っこにあるかを追究しようとした。
実験材料並びに方法
　実瞼動物はすべて家兎を使川した。・
　接種菌は本学微生4勿学教室より分興さオした葡萄伏球苗
209P株で，寒天培地241劇lij培養のものを使IH　V・た。
　H－aseは前報同｛兼スプラーゼ（持田）を使：用した。
　肉眼的検索には家兎2匹（B50，　H　51）にH－aseを，上
記の菌の生食水俘游液OJ　cc（O．5　mg，皮内注射の2　IA及び
1H前，同峰，1～4日後にそオしそれ同一個所に皮内注射し，
対照には菌液注射と同時に生食水0．lccを局所に注射し，
泣射局所の病変を経時的に観察した。
　組織学的検索には別に家兎3匹（H4S，　H　52，　H　53）の背
部の両側皮内に上記菌液を5箇所宛挫射し，一側はH－ase
により処置し，他側は対照として生食丞0．1ccを注射した。
H－ase処置は，　H　4Sは菌液注射と同nV，　H　52は菌液注射
の2日前，ヨ〔卵は菌液注射後24時事後に行った。注射針
河〒9ま，　H48，　H　53｝（：・昏ま苗液業k射餐li　3，　12i晴≧ilIj，　1～3日そ妥Pこ，
H52では2i．｝後より毎口切除された。
　　　　　　　　　　実験成績
　1｝肉眼的所見
　　i｝対照部二第1表に示す如く，24時間後に既に高度
　の発赤，水腫．を認め，多くのものは発赤の中央に20×20
　mmより40×20　mmに至る黄色の膿蕩形成を見る。2［1後
　では夏に増大するものもあるが，多くはやや縮小し，31．i
　後ではH51は縮小の度は弱いがH50では温力・に小となり
　限局化の傾向を示し，膿瘍部もやや乾固に傾く。51，1後で
　は高度に細小し，7口後では獲赤の度は極めて弱く皿つ小
　となり，膿瘍部は痂皮となる。以後痂皮は漸次乾固し10～
　13口後痂皮は腕落治癒する。
・　ii）2日及び1圓前処置部所見：　両者は大体同様の傾
　向を示し菌注射11」後で対照よりかなり発赤の獲りが小さ
　く，且つ発赤及び水腫の度も弱く膿瘍も一k　pない。2日後
　では瓦に縮小し，発赤水腫も弱くなり，特異なことは中心
　に硬い硬結を認め皮慮面より隆起し，炎症が極めて限局し
　ていることを示し，’また病変の稚度も極めてSIU・；。3日後
　に至ると炎症は対照に比し高度に輕；減し大き．さは小さく，
　淡い発赤と硬結を示すのみである。以降病変は更に減弱し
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硬結も軟くなり，対照より早く9El後に完全に治癒するに
至る。　　　　　　　　　・
iii）同時注射部所見：　1日後では対照より蓬かに大き
い発赤を示すが水腫は弱く，H50では対照が黄色調の膿瘍1
を生ずるのに反しこれを作らない。　しかしH51では膿瘍；
形成を見ているが対照よ賜募い。2日後では発赤の色調は
弱くなり水腫も〔1哩度である。発赤の旧りは，H51では1湖辺
部は極めて淡くこれが漸次にうすれて小血瞥の下張を透見
する周園に移行している。從って極めて淡い発赤部を含め
ると対照より大きいが，型ボ的に対照と同程度と認められる
発赤部を測定すると，対照よりやや小さい。　しかしH50
では発赤は対照と殆ど同程度でありその櫃りは対照より大
ttい。しかし両置土膿瘍を生じない。3刊後では両例日対
照より発赤が淡くなり，その旧りもぼんや．りした淡さを含
めても対照より小さい。以降：その淡さと大きさは漸次減じ
つつ】0回後には浩失する。
　iv）　1日後処置部所見＝　大体同時処置部所見とやや似
ており，H－ase注射の二日即ち蔚注射2日後には両例共発
赤程度は対照と同程度であるが踊りは対照よりは勿論同i曝
　注射部付：よ1）大きい。　しかし蔚注射31－MkではH51は機
　　りは対照より小となるがH50ではなお対照より大きい。
’　5ii後以降両例共H－ase処置部は対照と同租度であり，
　治癒も対照との閥に差を見ない。中心部膿瘍は終始対照と一
　大差なく経漁する。
　　v）2日後処置部所見＝H51では終始対照との間に差
　は認められなかったが，．H50ではH－ase’．注射の翌h，即
　t．菌注射3『1後に辺繰に淡い発赤を認め全体としての櫃り
　は大きくなったが，以後辺縁部の淡い発赤は沿失し，対照
　と同機に経過し治癒した。膿瘍形成にも差異はなかった。
　　vi）3日及び4日後処置部所見：　対照との問に差異を
　めなかった。
　しかして菌液皮内注射による川劇の浩失時岡を槍討する
と，H－aseを菌國液注射め1目前に局所に注射したものでは
臥処罷の対照よりも早い。・即ち前者は10分であるのに後
者は55分を要する。2H前にH－aseを局所に注射した場
合のそれは対照と同様か或は若干早い。
第1表　H一αseの葡翻犬球菌皮膚感染に及ぼす影響
家．兎番号
H　，r）o
H－ase
処
置
対　照
H　，r）1
H－ase
処
置
対　照
H－ase 菌 菌．注射後　1日
??????????
????
??
?』?』???
「
????
??
? ?
???
??
?
生食水閣lli￥
2　日　前
1il前
同　　時
1口　後
2　ii後
31－i後
4臼後
生食水，同［｝芋
?????
0．コcc
O．5　mg
?
上
f
25　×　20?
128×25i
4，r］　×　30
2S×26
27×26
2SX26
25　×　25
30×23
17×16
J6×16
53×30
24　×　23（7　×　4）
26　×　24（8　×　6）
26×23（8×7）
27×22（8×7）
27　×　23，（8　×　8）
2
24×20
20r　×　20
5．3　×　25
40　×　2S（2　×　2）
27x25〈3×2）
29×27C3×1）
30x26（2＞く2）
3 5一
　　　　　r8×一7　1　7×8
9×8　iSXS　　　　　；10×10　i　9×9
23×20（3×2），　9×9．　（2×2）
　　　　　123　×　22（3　×　2）
10×9　（3×2）i　9×9　C3・）×2）
10　〉〈，／　10（2×　2）　i　9×B　（2　×　2）
7
7×6
’8×7
8xS
8×8　（2×2）
9×8　（2×2）i　9×8　（2×2）
　　　 　　9 9　C2×2）
　　　　　　9×8　（2×2）
31×27（2×2）
14×14
10rx14
22　×　？，2（7　×　5）
25　×　？3（7　X　6）　r，
19×15（6×or）
18×17Cs×or）
17　×．　17（7x　6）
1S×16（6×5）
　　　　　　　　　　　　「
17×7　　6×5
　9×8　　　　1iσ×6
　　　　　　1
望4×12‘4×3）　9×7
11×10（5＞〈4）　IO×9（5×4）
14×14（6×4）…10x9（4×4）
」5×14（7×6）　10×9（4×4）
　　　　　　　14×13（6×5）110X工0‘6×5）
　　　　　　1
14×工4（6×5）110×10（6×4）
　　　　　　1
1．oxg　（2×2）i　gxg　（2×2）［　gxs　（2x2）
6×5
6×6
8×7
8×7　（4×3）
9×8　C4×3）
9×9　（4×3）
9×9　（4×4）
9 8　（4×3）
2）組織学的所見
　i）同時注射例（H48）：　第2表に示す如く311芋問後に
は皮下結合織に白i血．球を主とした紬胞浸潤を認めるが，
二一ase処置部．は対照に比しやや多く，しかも1彌漫性である。
i2時岡ではH－ase処置畜1ζの細胞浸潤が輩西1い。1「1後では
両者の病変は大体同程度で・ちるが以後綿胞浸潤，膿瘍形成
は対’照に止ヒし弱くなる。　　　　・
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　　第2表　H一αseの葡萄状球菌皮膿感染に戊ぼす影響
伺時処置例（葡珍1青月犬球菌0．5mg　O．1　cc十H－ase　100　u．0．1　cc）H48
病．
???????
表皮変化 膿瘍形成
感染後凹数
程　｝度胆廉　1
?? ?? ??
????
一川巴 ?? ?? ?? ??
??????? ???
?????????????
置
se唱H
処
－対
　　3暗聞
　　ユ2時醐
照　　1　　目
　　2　　口
　　3　・目．
?????．? ??
???????? ????????????
???????????
??
?????
??
?????????一陸田
．1　li　k＋i・：　ii
－　1　一　1＋…N＋　＋．
　　1　　　1
十　！HM・．十十　；
?????﹇???? ?『????」??｝﹇ ?
講鰯…灘嚢：綴題額
騨雛耀：
　　第1圖、対照例：葡萄状球菌0．5mg皮内感染、
　　　　　3日後所見　膿瘍形成を認める
ii）2日前処置例くH　53）：　第3表に示した如ぐ1卜1後
では両者は既に皮下に大きな膿瘍を形成し，大体同程度の
第2圖本実瞼例：葡萄状球菌0．5m9，　H－ase・100・u．
　　　　　　　同時併用，3r］後所見，
　白血球は禰漫性に浸潤し，膿瘍形戌を認めない。
病変を示すが，H－ase処置郎は白血球浸潤がやや強く，し
かも皮筋直上に多く，筋線維閥にも浸潤している度が強い。
　　　第3表　荏αsθの葡萄1伏球茜皮膚感染1こ及ぼす響影
21」前a＆一i例（H－ase】00　u．0．1cc注射2　i．i後菌Ob　mg　O．ユcc注射）H53
処
H－ase
感染後日数
????
】
??????
?
　一H十
隔
　．卜1・
　十十
　十
血
?????
水
睡
雌変化1・
一・一一．一一一．一一．一．
細　　膨・　壊1胞化死四
千
十十　　冊
十十　　li．1．
球
一［副・
一　　　1惜　　　・1十
一　　　イ十　　軒
　1十　　十　　
±1土1＋
i麦皮変化
肥　空　屡厚　胞　死
??????????
　g
　I士　　一　　一
十　1－　1一
＋＋1一一
一F　一　1一
膿蕩形成
??
?????
??
????
?????
?
?????
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対
｛」??
感染後日数
????
????
? ?
1軒
一卜十
充
血
????
水
腫
??
血轡・鎚化
????
??
???
??
?????
死
??
??
球
H十F
冊
什
十’1’
?
???
球
?????
表皮謎日
??
????
?? ??
???
膿瘍形戌
皮
????
柵け＋
??
?
1口幅
判十
?????
???
????
2日後では両者間に明かな差異が認めらオしる。即ち対照で
は膿瘍形成は皮：下より翼皮に及び，表皮は二死に隅って～
るにも拘らず，H－ase部では膿瘍は眞皮：下にのみ限局し，
眞皮には白血球浸潤があるのみであり，褒皮は肥厚してい
るが壊死はない。31i］kSでも桐同様でH－ase処置部の膿
瘍は皮下に限局し，膿瘍一夕トの部の紬胞浸訓瑚は対照より弱
い。以脅菱】日［一ase部の膿i瘍は締小し，結合糸漉により包上里さ
れるのに反し，対照はU字型の壌死巣として臓落する。
iii）　1日後処置例（H　521：　第3表に示すように組織学
的には全経過を通じて対照との問に差異を認めない。ただ
感染2凹後，’即ちH－ase注身手の笠日にH－ase処置部の病
変がやや強く，又5U後に限局した膿瘍夕トの部の細胞浸i悶
が対照よりやや弱いようである・。
　　　　第4表　　H－aseの葡萄状球南皮膚感染に及ぼす影響
1．g後処置一二0、5・mg，0．1　cc注射1日後H－ase・100・u，0．1　cc注射＞H521
処
H－ase
?
対
???
感染後1，s数
2　　・日
??????
??????
????
?????
小 括
???????
水，
「 ??
????????
血瞥変化
????
?????
惜
????
??
????????
??
??
　葡萄状球蘭はかなり強い皮膚’炎症を起すものであり，O．　1”
cc中に0．5　mgの大量を含む1孚游液はかなり濃厚灰黄色の
菌液である。これを家兎皮内に注射すると，1目後に個体
によりかなりの差があるが大約25×25　mm前後の発赤と．
巾央部の膿瘍形戌を認める。最高度の発赤，水腫を示すの
，は菌注射後1～2i・1であり，2い以降かなり急速に炎症症駿
は減弱していく。
? ??
?????
???????????????
表皮変化
??
????
????
?? ??
?
﹇??「?
冊
十トト
?ー???
一　　　州・
膿瘍形成
??
???????????
”1’
??
，????
??
?????
??
????
　さてH・a＄eを注射し1～2日を経て局所に菌液を注身寸す
ると，11．1後より既に炎潅は抑制され，以後対照との問に
著明な差を以て減弱してゆき，膿瘍は認めないか或は対照
よりはるかに小さく，且つ対照より早く治癒する。紺織学
』的には111後対照と大体同礒な病変を示すが，その後は明
らかに病変は減弱して行く。
　菌とH－a3eを同噂に注射した場合には，　1『i後発赤は
大きいが水上は凹く，膿瘍を作らないか，またはごく小さ
な膿瘍を形成する。21i後には発赤は同程度かまたは淡く
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なり，大いさは大きいが迦緑はぼやけている。以降発赤は
溺く且つ小．となる。要するに勇苅変は弱化される。組織学的
には3，　12ilSllfJでは折着変は郵f照よりぢ革く，　1U守受て…は同希罎
度となり，以降対照より弱い。
　　1旧後処置の場合，即ち炎症が既に高度に起’つている1
凹後に局所にH－aseを注射した場合には，その24時而後
に炎症は対照より増大される。しかしこれは・一11芋．的の現象
であり，以後発赤も膿瘍も対照との問に差異を認め．．ない。
組織学的にもこの事実に反しない。
　　2日後処．i　lの場合もH－ase？k射の翌ロのみ対！累より病
変．は増大されるが，以後対照との旧に差異を見ない。
　　3及び4口後処置の場合は終始対照との問1こ差異を認め
ない。
結 論
　　1．H－aseを菌液注射の1～’2日前に局所に2、匡
身rfした場・合に身ま病変クま経女台．著1．リヨに二狂ρ缶llされ，　対貝裂
より早く治癒’する。
　　2・　H－aseと『菌を：同時・に：注射・した」易合に：ぽ，1
口後発赤ぽ大きいが膿瘍を生じない。3日以降発
赤も小となる。要約すれば病変ぽ抑’Ilfilされる。
　　3．’菌注射の1～2日後：にH－ase’を注射した場
合にぱH－ase注射の翌1ヨのみ発赤ぽ対照に比し
大きいが，その後ぱ対照との間に差異を轟忍めない。
　　4．菌注射の3～4口：後にH－aseを注射した場
合に，Pま絡弓台対！’Vv〈との1樹に芽自を＝言忍めな〉、。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1昭和29．2，1受付）
Summary
　　　1・　When　hyaluronidase　was　injected　in　the　site　of　inocu！ation　of　moderately　virule’nt
staphyJQcocci　one　or　tvvo　days　prior　to　inoculation，’lesions　caused　bythe　cocci　as　compared
to　the　control　were　more　suppressed　and　healed　much　earlier．　一
　　　2。When　hyaluronidase　was　injected　Sim皿ltaneouly　with　the　cocci，　the　size　of　inflamed
area　caused　with　the　Cocci　was　larger　than　that　of　control　for　24　hours　after　inoculation，
but　later　the　lesions　disappeared皿ore　rapidly，　and　abscess　formation　could　not　be
observed．　On　the　contrary，　in　the　eontrol　group，　the　size　of　lesions　were　smaller　for’
the　first　24　hours　but　later　they　developed　rnuch　more　intensively，　followed　by　abscess
formation．
　　　3．When　hyaluronidase　was　injec亡ed　24　hour．s　after　the　inoculation　of　the　coρcl，　the
size　of，the　inflamed　area　was　larger，　while　lesions　were　alinost　the　same　as　those　in
the　control　group　when　hyaluroriidase　was　applied　48　hours　after　the　inoculation．
　　　4．　When　hyalhronidase　was　injected　three　tto　four　days　after　the　inoculation　df’the’
cocci，　the工esiohs　were　no亡affected．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　（Reeeived　Fbb．　1，　19e”4）
d
